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・星　旦二,市古太郎,高橋俊彦,栗盛須雅子,長谷川卓志,竹宮健司,秋山哲男,中林一樹　都市在宅高齢者における災害時避
難可能性の実態とスクリーニング関連要因　地域安全学会.9,pp245-251
・高橋俊彦,長谷川卓志，星　旦二　都市高齢者の外出行動を決定する身体的健康、社会参画に関する構造解析　医学と生
物学　NO151,pp258-264
・高　燕,星　旦二,中村　立子　都市部青壮年女性の就業状態における生活満足感の規定要因に関する研究　社会医学研
究2007
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　研究実績の概要（600～800字で記入。図、グラフ等は記載しないこと。）

　都市部高齢者の調査は2001年から開始し、2007年には三回目の大規模調査を実施した。個人を特定した追跡研究であ
り、その後の生存と介護度を健康指標として、関連要因を明確にできる体制が整っていった。新しい知見として、生存維
持のためには、肝臓病の治療を受けていないこと、生活活動能力と主観的健康感を維持し、地域との交流と共に趣味活動
が統計学的に有意な関連要因として提示できた。また、かかりつけ歯科医師の意義も明確になった。さらには、住居移動
とその後の生存、健康三要素の因果関係が明確に出来、国際会議での発表と共に、原著英文論文として学会誌に投稿し
た。健康度を介護度でみると、介護度が低下するとその後の生存が低下すると共に、要支援群の生存が要介護Ⅰの累積生
存率と交差したことから、介護サービスが廃用症候群を生じさせる可能性を明確にした。因果関係を明確にする調査研究
として、都市部在宅高齢者65歳以上全員を調査対象とし2001年の13,066人（回収率80.2%）を追跡調査し、2004年9月の同
様調査にも回答した8,255名を調査対象者とした。因果関係分析研究では、主観的健康感の自己評価は、三年後の経年変化
でも、特に前期高齢者では後期高齢者に比べて比較的安定しているものの、加齢と共に低下群と改善群が多くなった。ま
た、精神的健康度は、その後の社会的健康度、身体的健康度を規定する可能性が示唆された。その他、震災時における要
支援者のスクリーニング方法を明確にし、学会誌に原著論文として掲載された。その他、女性の生活満足度に関する規定
要因を明確にした調査研究は、学会に投稿した。
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